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第１章 本調査事業の目的・業務内容 

１－１ 本調査事業の目的 
 トラック運送業においては、他の産業と比較して総労働時間が長く、また、荷主都合による手
持ち時間等で長時間労働になるという実態があるものの、トラック運送事業者のみの努力では長
時間労働を改善することが困難な状況となっている。 
 このような状況を踏まえ、トラック運送事業の長時間労働改善に向けたパイロット事業とし
て、トラック輸送における取引環境及労働時間改善協議会（以下「地方協議会」という）が選定
した発着荷主及び運送事業者による集団（以下「対象集団」という）に対する現状の分析、課題
に対する解決手段を検討の上、実証実験を実施し検証することにより、トラック運送事業者の長
野長時間労働改善のための環境整備を行うことを目的とする。 

 
１－２ 本調査事業の業務概要 

    （１）対象集団事業者に対するヒアリング等による事前調査 
    （２）長時間労働にかかる課題の整理・分析及びパイロット事業内容の検討 
    （３）検討会の実施 
    （４）実証実験の実施 
    （５）対象集団事業者に対する実証実験終了後のヒアリング等 
    （６）実証実験内容の効果検証及び取りまとめ 
 

第２章 トラック運送事業の長時間労働改善に向けたパイロット事業 

  ２－１ 対象集団の概要 
  ２－２ パイロット事業の実施内容 
  ２－３ パイロット事業の分析結果 
  ２－４ 今後の取引環境の改善に向けて 
 

第３章 トラック運送事業の長時間労働改善に向けたパイロット事業概要版（東北運輸局管内） 

  ３－１ 02 青森県パイロット事業概要版 
  ３－２ 03 岩手県パイロット事業概要版 
  ３－３ 04 宮城県パイロット事業概要版 
  ３－４ 05 秋田県パイロット事業概要版 



 
 

  ３－５ 06 山形県パイロット事業概要版 
  ３－６ 07 福島県パイロット事業概要版 
 

第４章 トラック運送事業に関わる共通課題への取り組み状況 

  ４－１ 人材確保に向けた取り組み 
      ・地域創生人材育成事業の概要について 
      ・物流事業を対象とした取り組み（京都府、山口県、群馬県、埼玉県、長崎県） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ４－２ 取引環境の改善に向けた取り組み 
    （１）荷主と運送事業者間での話し合いの重要性 
 
 
 
 
 
 
 
 
    （２）相互理解を深め、より良い協力関係の構築（「荷主懇談会の実施」） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

    （３）東北運輸局における取り組み・荷主勧告制度について 
 
 
 
  ４－３ 手待ち時間、荷役時間以外の外的要因の一例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第５章 次年度以降のパイロット事業に向けた課題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 


